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■特集「平成18年度決算」 ２～６Ｐ
■ポイ捨て条例（パブコメ） ７Ｐ
■シリーズ「道州制と１市６町合併」 ８～11Ｐ
■民生委員・児童委員 12・13Ｐ
■ほっとにゅーす、市長と気楽にトーク 14・15Ｐ
■税 16・17Ｐ
■個人住宅の建築規制緩和 18Ｐ
■除雪、田村駅東駐車場、し尿収集 19Ｐ
■固定資産、入札参加資格審査申請 20Ｐ
■市営住宅、就職ナビ、工業統計調査 21Ｐ
■後期高齢者医療制度、年金 22Ｐ
■お元気ですか(音楽で安らぎと温もりを) 23Ｐ
■人権週間、人権尊重啓発作品 24Ｐ
■ぶんスポちゃんねる、明るい家庭づくり 25Ｐ
■インフォメーション 26・27Ｐ
■裏表紙 28Ｐ

平成19年12月号

彦根地方気象台で初氷が観測された11月24
日（土）、上草野小学校では恒例の「もちつき
大会と草野川の集い」が開催されました。
もちつき大会では、重たい杵を１人で持ち

上げ、上手にもちをつく子や、持ち上げるの
が精一杯で、先生やお父さん・お母さんに助
けてもらってもちつきをしている子もいまし
たが、どの子も、何度も何度も杵を振り下ろ
し、普段はできない貴重な体験を楽しんでい
ました。
また、最近ではあまり見られなくなった杵

と臼でのもちつきを体験した子どもたちは、
自分でついたおもちがおいしかったのか、い
くつもいくつもおかわりをしていました。
全校生徒が88人と市内でも小さな小学校だ

からできるのかも知れませんが、地域の人の
支えと協力がなければ、こういう行事は続か
ないものです。
子どもたちの教育は、家や学校だけでなく、

地域であたたかく見守り支えていくことが大
切なのかなと改めて感じさせられたもちつき
大会でした。

今 月 の 表 紙

長
浜
市
の
平
成
18
年
度
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
平

成
18
年
度
の
決
算
は
、
新
市
と

し
て
最
初
の
通
年
決
算
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
お
け
る
決
算
規
模

は
、
歳
入
が
約
３
５
２
億
円
、
歳
出

が
約
３
４
４
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
と
歳
出
の
差
額
か
ら
翌
年
度
に

繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
を
除
い
た

実
質
収
支
は
、
約
６
億
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、

国
の
三
位
一
体
改
革
や
県
の
財
政
危

機
回
避
の
た
め
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
影
響
を
受
け
、
基
金
を
１
億
円
取

り
崩
す
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
活
用
し
、
少
な
い
経
費
で
大

き
な
効
果
を
上
げ
る
よ
う
、
予
算
の
適

正
執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

18
年
度
決
算
の
特
徴

特集

長
浜
市
財
政

平
成
18
年
度
決

算

■
経
常
収
支
比
率

※
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
る
お
金
の
割
合

家
計
に
例
え
る
と
、
給
料
な
ど

の
定
期
的
な
収
入
に
占
め
る
食
費

や
光
熱
水
費
と
い
っ
た
、
常
に
必

要
な
支
出
の
割
合
の
こ
と
で
す
。

率
が
低
い
ほ
ど
収
入
に
余
裕
が
あ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
決

算
で
は
、
過
去
28
年
間
で
最
悪
の

数
値
を
示
し
、
予
断
を
許
さ
な
い

深
刻
な
状
況
で
す
。

90.6％
(17年度、85.3％)

■
財
政
力
指
数

※
自
分
で
自
分
の
こ
と
が
で
き
る
力

家
計
に
例
え
る
と
、
ご
く
普
通

の
生
活
が
で
き
る
だ
け
の
費
用

を
、
ど
れ
だ
け
自
分
で
稼
げ
る
か

を
示
し
、
数
字
が
高
い
ほ
ど
財
政

力
が
あ
り
ま
す
。
１
を
超
え
る
と

国
か
ら
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
実
質
公
債
費
比
率

※
会
計
に
占
め
る
借
金
の
割
合

家
計
に
例
え
る
と
、
生
活
費
に

占
め
る
給
料
収
入
等
で
は
ま
か
な

い
き
れ
な
い
費
用(

借
金)

の
割
合

を
示
し
ま
す
。
18
％
以
上
に
な
る

と
国
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、

25
％
を
超
え
る
と
借
金
が
制
限
さ

れ
ま
す
。 ０.５９

(17年度、0.56)

15.6％
(17年度、13.4％)

歳出決算額344億3,781万円 
18年度 長浜市一般会計 

歳入決算額351億7,270万円 

人件費 
54億3,725万円 
職員給与、議員報酬など 
 

市税  
108億6,563万円 
みなさんから納めていただく市民 
税(個人・法人)や固定資産税など 
 
市民１人当り13万円 

市民１人当りのサービス41万円 

諸収入  
44億7,196万円 
貸付金の元利収入など 

使用料・手数料  
4億8,268万円 
市の施設の使用料や入館料、 
住民票などの証明手数料など 

その他  
13億1,025万円 
分担金・負担金、繰入金、 
繰越金など 

地方交付税 
75億1,820万円 
市が標準的な仕事をする際に、 
不足する財源を、市の財政状況に 
応じて国から交付されたお金 

国庫・県支出金  
47億2,939万円 
特定の目的のために国や県から 
交付されたお金 

市債  
35億2,080万円 
市の借金のこと。学校建設など 
大規模な事業を行うため、国や 
金融機関からなどから借りたお金 

交付金  
22億7,378万円 
国から一定の割合で配分、譲与 
されるお金 
※地方譲与税、地方消費税交付金など 

15.8％ 30.9％ 

12.7％ 

21.4％ 

13.4％ 

10.0％ 

6.4％ 

1.4％ 
3.7％ 

48.7％ 

自
主
財
源 

51.2％ 

依
存
財
源 

44.5％ 

一
般
行
政
経
費 

投
資
的
経
費 

11.8％ 

10.0％ 

10.7％ 

12.5％ 

10.1％ 

17.9％ 

1.9％ 

8.8％ 

0.3％ 

扶助費 
40億7,591万円 
各種医療費の助成や児童手当など 
 公債費 
34億3,679万円 
借り入れた市債の返済のための 
お金 
 物件費 
37億104万円 
施設管理や事業運営などのお金 
 
維持補修費 
1億1,112万円 
施設や道路などの維持補修にか 
かったお金 

補助費 
43億1,521万円 
特定の事業や団体への補助金や 
湖北広域行政事務センターへの 
負担金など 

積立金 
6億6,393万円 
特定の目的のために積み立てた 
お金 

貸付金・投資出資金 
34億8,970万円 
他の会計への出資金など 

繰出金 
30億3,988万円 
特別会計に繰り出したお金 

建設事業費等 
61億6,698万円 
道路や公園、学校などの建設費 
など 

定率減税の廃止
や企業業績の回
復などにより、
前年度に比べ約
３億円増加しま
した。　　　 

小学校や幼稚園
の改築工事の増
加などにより、
前年度に比べ約
３億円増加しま
した。　　　 

前年度に比べ、
職員の減少によ
り約７億円、消
防本部が組合に
なったことによ
り約４億円の計
11億円減少しま
した。　　　 

37.6％ 

義
務
的
経
費 

児童手当の支給
範囲の拡大など
により、前年度
に比べ約３億８
千万円増加しま
した。　　　 



合計　344億3781万円合計　531,000円
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民生費 
児童、しょうがい者、高齢者の福祉の 
推進などに 
85,983円 /１人当り 
◆しょうがい者・高齢者支援各種事業 
◆乳児医療費等の助成 
◆児童手当支給 
◆保育所の管理運営 
◆生活保護費給付 

総務費 
庁舎管理、交通対策、自治振興、選挙などに 
79,277円 /１人当り 
◆地方バス路線維持・デマンドタクシー運行 
　補助 
◆自治会活動振興経費 
◆選挙執行経費 

教育費 
学校等の管理運営や整備、文化スポーツの 
振興などに 
67,374円 /１人当り 
◆英語教育推進事業 
◆幼稚園、小学校、中学校の管理経費 
◆長浜南・湯田小学校改築事業 
◆びわ幼稚園建設事業 

土木費 
道路、公園、市営住宅の整備推進などに 
54,494円 /１人当り 
◆道路維持管理、新設改良事業 
◆岡谷地区急傾斜地崩壊対策 
◆長浜駅舎および駅周辺整備事業 

衛生費 
健康管理、ごみやし尿の処理などに 
40,343円 /１人当り 
◆予防接種・母子保健事業 
◆老人保健対策(基本健康診査、がん検診など) 
◆ごみの適正処理対策費 

消防費 
消防や救急業務などに 
13,270円 /１人当り 
◆安全・安心メール配信システム整備 
◆防災行政無線整備事業 

その他 
農林水産費、商工費、議会費、労働費 
議会の運営や産業の振興などに 
 24,120円 /１人当り 
◆農業用施設整備等助成 
◆バイオ・ライフサイエンス特区推進事業 
◆観光イベントの開催 
◆議会運営経費 

公債費 
借りたお金の返済に 
42,683円 /１人当り 

21.1％ 

19.5％ 

16.5％ 

13.4％ 

10.5％ 

9.9％ 

3.3％ 

5.9％ 

地域子育て支援センター運営事業

安心・安全メール配信システム整備

北近江一豊・千代博覧会開催

びわ幼稚園建設

長浜駅舎整備

市の決算を
家計簿に例えると！

家庭の収支と市の財政は、お金の使い道や規模が違うので、単純
に比べることはできませんが、わかりやすく見ていただくために、
長浜市の18年度一般会計決算額351億7270万円を、給与・パート代
などの合計が月25万円の「長浜家」の家計に置き換えてみました。

支　　　出

83,000

63,000

53,000

57,000

2,000

66,000

10,000

54,000

47,000

95,000

11,000

54億3725万円

40億7591万円

34億3679万円

37億 104万円

1億1112万円

43億1521万円

6億6393万円

34億8970万円

30億3988万円

61億6698万円

7億3489万円

食費

教育・医療費等

ローン返済額

光熱水費、消耗品費

家の修繕費

自治会費、

サークル費等

貯金

友人に貸したお金

子どもへの仕送り

家の増改築費

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費

積立金

貸付金・

投資出資金

繰出金

建設事業費等

歳入歳出差引

生活費
義
務
的

経
費

投
資
的

経
費

消
　
費
　
的
　
経
　
費

その他
生活費

来月への繰越金
そ
の
他

家の
増改築費

長浜家の１か月の支出(円) 一般会計決算

収　　　入

167,000

83,000

2,000

12,000

223,000

54,000

給与

その他の収入

パート、不動

産、内職等

貯金の取り崩し

前月からの

繰越金

夫や妻の父母

からの援助

借金

市税

108億6563万円

使用料および手数料、

分担金および負担金など

53億8363万円

繰入金

1億3148万円

繰越金

7億4978万円

国や県からの補助金など

145億2138万円

市債

35億2080万円

長浜家の１か月の支出(円) 一般会計決算

合計　541,000円 合計　351億7270万円

自
　
　
主
　
　
財
　
　
源

依
　
存
　
財
　
源

■平成18年度各会計決算状況
各会計の概要は下表のとおりです。特別会計や企業会計は、一般会計と区別し特定の事業関係する会

計のことを言い、長浜市には全部で13の会計があります。
老人保健特別会計の歳入歳出不足額は、翌年度歳入繰上充用金で補てんし、びわ水道事業会計および

病院事業会計の資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金で補いました。

国民健康保険特別会計
診療所特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
介護認定審査会共同設置特別会計
しょうがい者自立支援審査会共同設置特別会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
浅井簡易水道事業特別会計
東上坂工業団地整備事業特別会計

びわ水道事業会計
収益的収支
資本的収支

病院事業会計
収益的収支
資本的収支

一般会計

特
　
別
　
会
　
計

企
業
会
計

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　引　額 翌年度繰越財源 実質収支額

351億7270万円
65億4995万円
1億9220万円
63億502万円
43億1973万円

3486万円
540万円

38億7474万円
4億4027万円
6億1963万円

173万円
1億4993万円

173万円
124億7862万円
1億7736万円

344億3781万円
63億9559万円
1億6055万円
63億2767万円
42億4983万円

3189万円
540万円

38億6799万円
4億3991万円
5億8310万円

173万円
1億4409万円
4403万円

126億9124万円
9億2983万円

7億3489万円
1億5436万円
3165万円
▲2265万円
6990万円
297万円

0
675万円
36万円

3654万円
0

84万円
▲4230万円

▲2億1262万円
▲7億5247万円

1億6499万円
0
0
0

695万円
0
0

660万円
0
0
0
0
0
0
0

5億6991万円
1億5436万円
3165万円
▲2265万円
6295万円
297万円

0
15万円
36万円

3654万円
0

84万円
▲4230万円

▲2億1262万円
▲7億5247万円

市の決算を
家計簿に例えると！

市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金

41
万
円
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パブリックコメント

「
広
報
き
ゃ
ん
せ
長
浜
」
８
月
１

日
号
で
募
集
し
た
「
わ
が
ま
ち
メ
ー

ル
」（
ポ
イ
捨
て
等
の
な
い
美
し
い
ま

ち
）
で
45
通
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
45
通
の
内
訳
】

①
ポ
イ
捨
て
へ
の
指
導
啓
発
18
件

②
規
制
、
罰
則
強
化
　
　
　
８
件

③
ゴ
ミ
箱
の
設
置
　
　
　
　
７
件

④
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
12
件

そ
の
中
の
主
な
ご
意
見
と
そ
の
対

応
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
い
た
だ
い
た

意
見
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
大
阪
の
く
わ
え
タ
バ
コ
禁
止
の
取

り
組
み
は
、
い
い
こ
と
だ
と
思
う

の
で
、
考
え
て
み
て
は
？

Ａ
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定
に
つ

い
て
は
条
例
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
罰
金
の
徴
収
は
民
間
に
委
託
し
、

罰
金
は
美
化
運
動
や
啓
発
活
動
に

使
っ
て
は
？

Ａ
取
締
方
法
や
活
動
経
費
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

花
火
の
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
や
、
夜

遅
く
の
花
火
を
規
制
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？

Ａ
花
火
の
燃
え
が
ら
等
の
ゴ
ミ
は
持

ち
帰
る
よ
う
条
例
に
規
定
し
ま
す
。

市
で
は
、
市
、
市
民
、
事
業
者
そ

れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
確
に
し
、
協
働

で
よ
り
美
し
く
快
適
で
住
み
よ
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、「
長
浜
市
さ
わ
や

か
で
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」(

案)

を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

●
条
例
の
趣
旨
を
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
条
例
の
名
称
を

「
長
浜
市
さ
わ
や
か
で
清
潔
な
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
と
し
た
こ
と
。

●
今
ま
で
の
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
な
ど
の
散
乱
ご
み
と
飼
い
犬

の
ふ
ん
害
防
止
の
ほ
か
に
、
犬
以

外
の
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
放
置
・
投

棄
、
た
ん
つ
ば
の
吐
き
捨
て
、
落

書
き
、
深
夜
花
火
な
ど
を
禁
止
し

た
こ
と
。
ま
た
、
飼
い
犬
は
引
き

綱
に
よ
る
制
御
に
努
め
る
こ
と
と

し
た
こ
と
。

●
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
を
指
定
す
る

と
と
も
に
、
ご
み
が
周
辺
の
環
境

を
損
な
う
状
態
に
な
っ
た
と
き
は

自
ら
の
責
任
で
ご
み(

廃
棄
物)

を
適

切
に
処
分
す
る
よ
う
定
め
た
こ
と
。

◇
市
役
所
は
、
必
要
な
施
策
を
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
や
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
に
対
す
る
啓
発
を
進
め

ま
す
。

◇
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
空
き
缶
な
ど

を
ポ
イ
捨
て
せ
ず
に
持
ち
帰
る
か
、

回
収
容
器
な
ど
に
捨
て
、
地
域
で

の
意
識
の
醸
成
と
清
掃
活
動
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
条
例
に

違
反
し
て
い
る
人
へ
の
注
意
や
助

言
を
行
い
ま
す
。

◇
事
業
者
な
ど
は
、
事
業
所
や
そ
の

周
辺
地
域
な
ど
で
清
掃
活
動
を
充

実
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
消
費

者
に
対
す
る
意
識
啓
発
や
再
資
源

化
に
必
要
な
措
置
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
動
物
の
飼
い
主
は
、
散
歩
時
の
ふ

ん
は
放
置
せ
ず
持
ち
帰
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
の
場
所
で
犬
を
移
動

さ
せ
る
と
き
は
引
き
綱
で
制
御
し

ま
す
。

◇
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
必
ず
吸
い

殻
入
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
で
喫
煙
す

る
か
、
携
帯
用
吸
い
殻
入
れ
を
携

行
し
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
を
し

な
い
。

◇
違
反
し
た
場
合
は
、
指
導
や
勧
告
、

期
限
を
定
め
た
命
令
を
受
け
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
一
年
間
の
収
入
や
支
出
を
表
す
決
算
書
に

対
し
、
基
準
日(

平
成
19
年
３
月
31
日)

の
時
点
で
、
市
に
ど
れ
だ
け
の

財
産
や
借
金
が
あ
る
の
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
右
側(

貸
方)

は
、
市
が
こ
れ
ま
で
に
ど
う
や
っ

て
お
金
を
集
め
て
き
た
か
を
表
し
、
左
側(

借
方)

は
、
集
め
た
お
金
を

何
に
使
い
、
市
が
ど
の
よ
う
な
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
を
表
し
て

い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の

ご
意
見

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

郵 便 は が き

料金受取人払郵便

長浜局

承　認

108

長浜市高田町12
番34号

長浜市役所企画
調整課内

「わがまちメー
ル」行

住　　所

氏　　名

電話番号

差出有効期間

平成19年８月

31日まで

切手をはらずに

お出しください。

キ リ ト リ 線

（ ）

５ ２ ６ ８ ７ ９ ０

※住所・氏名は
必ず明記くださ

い。

わ が ま ち メ ー ル
「ポイ捨て等に対するご意見」や「美しいまちをつくるための提案」などをお聞かせください。

※平成19年８月31日(金)までに投函してください。

※下のはがきを切り取ってご利用ください。（切手はいりません）。

長浜市役所の郵便番号は「526-8501」ですが、料金受取人払いのため、通常の郵便番号とは異なっています。

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
定
金

額
以
下
の
罰
金
も
科
せ
ら
れ
ま
す
。

①
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
放
置
し
な
い
。

②
吸
い
殻
や
空
き
缶
等
を
ポ
イ
捨
て

し
な
い
。

③
公
共
の
場
所
で
た
ん
つ
ば
の
吐
き

捨
て
を
し
な
い
。

④
公
共
の
場
所
に
落
書
き
を
し
な
い
。

⑤
自
動
販
売
機
に
は
回
収
容
器
を
設

置
す
る
。

⑥
公
共
の
場
所
で
行
事
等
を
行
っ
た
人

は
、
ご
み
や
チ
ラ
シ
を
回
収
す
る
。

⑦
廃
棄
物
で
周
辺
の
環
境
を
著
し
く

損
な
う
よ
う
な
状
態
に
し
な
い
。

⑧
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ

た
場
所
で
は
、
喫
煙
し
な
い
。

⑨
公
共
の
場
所
や
静
寂
を
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
所
で
は
深
夜
に
花

火
を
し
な
い
。

【
募
集
期
間
】

12
月
１
日(

土)

〜
31
日(

月)

【
条
例
案
と
資
料
の
閲
覧
場
所
】

環
境
保
全
課
、
各
支
所
市
民
福
祉
課

長
浜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nagaham
a.shiga.jp

【
意
見
の
提
出
方
法
】

任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
窓

口
に
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
お
問
合
せ
先
】

〒
526-

8501
高
田
町
12
番
34
号

長
浜
市
市
民
生
活
部
環
境
保
全
課

(

7
XX
６
５
１
３
FAX
XX
６
５
７
１

Ｅ
メ
ー
ル:kankyou@city.nagahama.shiga.jp

）

今
回
の
条
例
の
特
徴

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
義
務

具
体
的
な
禁
止
行
為
な
ど

長
浜
市
さ
わ
や
か
で
清
潔
な

ま
ち
づ
く
り
条
例(

案)

へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

■
用
語
の
解
説

■
固
定
負
債

今
ま
で
に
学
校
や
道
路
な

ど
を
建
設
す
る
た
め
に
、
銀

行
や
国
な
ど
か
ら
借
り
た
お

金
の
残
額
で
す
。

■
流
動
負
債

翌
年
度(

Ｈ
19
年
度)

に
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金

で
す
。

■
正
味
資
産

今
ま
で
に
建
設
し
て
き
た

学
校
や
道
路
な
ど
の
財
源
と

し
た
資
金
の
う
ち
で
、
将
来

返
済
す
る
必
要
の
な
い
、
減

価
償
却
し
た
国
や
県
の
補
助

金
、
市
税
の
累
計
額
で
す
。

■
有
形
固
定
資
産

今
ま
で
に
建
設
し
て
き
た

学
校
、
保
育
所
、
道
路
な
ど

の
施
設
や
土
地
な
ど
を
計
上

し
た
も
の
で
、
土
地
以
外
は

減
価
償
却
し
て
計
上
し
て
い

ま
す
。

■
投
資
等

関
係
団
体
へ
の
出
資
金
や

決
ま
っ
た
目
的
の
た
め
に
積

み
立
て
て
い
る
基
金
で
す
。

■
流
動
資
産

現
金
や
預
金
の
ほ
か
、
基

金
の
う
ち
、
取
り
崩
し
や
す

い
財
政
調
整
基
金
や
市
税
な

ど
の
未
収
入
金
な
ど
で
す
。

長浜市の借金はどれぐらいあるの？

借金残高は８９１億円！
平成18年度決算の借金(市債)残高は、一般会計、特別会

計、企業会計を合わせると、891億円になります。しかし、
市債残高の中には、地方交付税の代替制度である臨時財政
対策債等が含まれていて、これを除く市債残高は、年々減
少傾向にあります。

市債は、使う人みんなで費用を分担する仕組み
市債は、道路や公園など、長い年月使用する施設を建設

する場合などに発行しています。そのような施設の費用は、
建設したときの市民だけがすべて負担するのではなく、「分
割払い」にして、建設後に利用する市民にも公平に負担し
ていただく仕組みです。

一般会計 
365億円 

特別会計 
384億円 

企業会計 
142億円 

【一般会計】
福祉や教育、道路整備など
を行う市の基本となる会計

【特別会計】
公共下水道事業や簡易水道
事業など、一般会計と分け
る必要がある特定の会計

【企業会計】
水道や病院など、民間企業
と同じように使用料金など
で運営する会計

市債残高合計
８９１億円
市民１人当り
約１０５万円

借　　　方

【資産】

１有形固定資産 868億7787万円

教育費 336億8864万円

土木費 315億5425万円

その他 216億3498万円

※うち土地 255億3049万円

２投資等 103億6808万円

投資および出資金 42億2974万円

貸付金 30億4875万円

基金 30億8959万円

３流動資産 90億2281万円

現金・預金 78億1924万円

未収金 12億 356万円

資産合計 1062億6875万円

貸　　　方

【負債】

１固定負債 370億7157万円

市債 330億7417万円

退職給与引当金 39億9741万円

２流動負債 29億1038万円

負債計 399億8195万円

【正味資産】

１国庫支出金 116億 294万円

２県支出金 55億3612万円

３一般財源等 491億4774万円

正味資産計 662億8680万円

負債・正味資産合計 1062億6875万円
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合　併合　併

前
回
は
、
懇
談
会
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市
の
説
明
（
環

境
の
変
化
と
長
浜
市
の
今
後
）
に
つ

い
て
は
、
一
部
し
か
お
知
ら
せ
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
お
知
ら
せ
で
き

な
か
っ
た
部
分
と
、
も
う
一
度
、
道

州
制
と
合
併
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ど
う
し
て
道
州
制
と
合
併
な
の

国
は
、
道
州
制
の
議
論
を
始
め
る

た
め
、
今
年
１
月
に
「
道
州
制
ビ
ジ

ョ
ン
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
現
在
、

道
州
制
の
理
念
等
に
つ
い
て
の
論
点

整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
懇
談
会
で
は
、
３
年
後
の
２
０

１
０
年
を
目
途
に
「
道
州
制
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
よ
う
と
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
経
済
団
体
の
日
本
経
団
連

も
今
年
３
月
に
「
道
州
制
実
現
ま
で

の
工
程
表
（
２
０
１
５
年
実
現
）」
を

提
示
さ
れ
て
お
り
、
全
国
知
事
会
で

も
「
道
州
制
の
検
討
に
あ
た
っ
て
の

課
題
」
を
提
示
さ
れ
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
道
州
制
の
議
論
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
仮
に
２
０
１

５
年
実
現
と
な
る
と
８
年
後
に
は
全

国
に
９
〜
13
の
道
州
が
で
き
、
都
道

府
県
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
道
州
制
の
議
論
は
、

期
限
を
定
め
な
が
ら
着
実
に
進
め
ら

れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
道
州
制
の
議
論
の
背
景
に

は
、
地
方
へ
の
権
限
委
譲
、
地
方
分

権
の
推
進
も
あ
り
、
道
州
制
が
導
入

さ
れ
る
と
国
は
外
交
や
防
衛
に
専
念

し
、
そ
の
他
の
事
務
や
権
限
は
で
き

る
限
り
道
州
に
委
譲
さ
れ
、
今
ま
で

都
道
府
県
が
や
っ
て
い
た
事
務
や
権

限
は
大
幅
に
市
町
村
に
委
譲
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
う
な
る
と
今
後
の
市
町
村
に
は

そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
体
力
と
、

今
よ
り
高
い
行
政
能
力
や
専
門
的
知

識
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
効

率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
一
定
の
人
口
規
模
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
規
模
は
、
20
〜

30
万
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

長
浜
市
を
含
む
湖
北
全
体
で
考
え
る

と
16
万
人
余
り
と
な
り
、
一
定
の
人

口
規
模
に
な
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
は
、
ま
ず
は
湖
北
は
一
つ
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、

同
じ
歴
史
・
文
化
を
共
有
し
、
生
活

圏
・
経
済
圏
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
６

町
と
話
を
進
め
、
機
会
を
見
て
米
原

市
と
も
話
を
進
め
な
が
ら
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
み
な
さ
ん

に
説
明
申
し
あ
げ
、
懇
談
会
を
開
催

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

環
境
の
変
化
と
長
浜
市
の
今
後

前
回
は
、
環
境
の
変
化
の
う
ち
、

地
方
分
権
（
道
州
制
等
の
進
展
）
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
「
少
子
高
齢
化
の
進
展
」
と

「
財
政
状
況
の
変
化
」
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
〉

日
本
の
人
口
は
２
０
０
７
年
を
ピ

ー
ク
と
し
て
年
々
減
少
を
続
け
、
あ

と
20
年
ほ
ど
で
高
齢
化
率
が
30
％
と

い
っ
た
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
口
予
測
か
ら
言
え
る
の
は

行
政
需
要
が
拡
大
す
る
一
方
で
、
税

収
等
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

今
ま
で
の
よ
う
な
行
政
手
法
で
は
無

理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
長
浜
市
や
湖
北
地
方
の
高

齢
化
率
の
最
近
の
推
計
値
は
で
て
い

ま
せ
ん
が
、
滋
賀
県
の
推
計
値
を
見

る
と
、
こ
の
５
年
間
で
3.3
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ

う
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。(

図
１)

〈
財
政
状
況
の
変
化
〉

市
の
財
政
状
況
は
、
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
義
務
的
経
費
、

中
で
も
生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
な

ど
の
扶
助
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

公
債
費
も
過
去
に
発
行
し
た
分
の
償

還
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

当
面
増
加
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
家
庭
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
に

あ
た
る
経
常
収
支
比
率
も
平
成
11
年

か
ら
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
都
市

で
は
、
70
〜
80
％
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
14
年
に
基
準

値
を
上
回
り
、
平
成
18
年
に
は
90
％

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
は

年
々
硬
直
化
し
て
き
て
お
り
、
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

(

図
２)

懇
談
会
の
参
加
者
は
２
６
４
人

市
内
10
会
場
で
開
催
し
た
「
市
長

と
語
る
市
民
懇
談
会
」
の
参
加
者
は

264
人
で
、
１
会
場
あ
た
り
で
は
約
26

人
。
会
場
の
規
模
か
ら
見
る
と
も
う

少
し
参
加
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
な
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
意
義
あ
る
懇
談

会
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

わ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
い

た
だ
い
た
の
で
、
大
き
く
３
つ
に
ま

と
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
国
・
県
の
動
き

に
対
す
る
意
見

②
合
併
の
全
体
論

に
対
す
る
意
見

③
合
併
の
方
法
論

に
対
す
る
意
見

そ
の
た
め
、
掲
載
し
て
い
る
の
は
、

主
な
意
見
の
概
要
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
国
・
県
の
動
き

ま
ず
は
、
国
や
県
の
動
向
に
関
し

て
い
た
だ
い
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

道
州
制
に
つ
い
て

〈
ま
だ
実
感
が
な
い
〉

・
道
州
制
は
少
し
も
進
ん
で
い
る
と

は
思
わ
れ
な
い
の
に
合
併
と
言
わ

れ
て
も
ぴ
ん
と
来
な
い
が
、
道
州

制
は
本
当
に
８
年
後
、
10
年
後
に

導
入
さ
れ
る
の
か
。

・
道
州
制
が
導
入
さ
れ
る
頃
に
は
、

市
の
幹
部
職
員
は
も
う
い
な
い
が

子
や
孫
た
ち
に
関
わ
っ
て
く
る
問

題
だ
か
ら
大
切
だ
。
ま
だ
雲
を
つ

か
む
よ
う
な
話
に
思
え
る
が
実
際

は
ど
う
な
の
か
。

県
の
構
想
・
考
え
に
つ
い
て

〈
米
原
市
と
の
合
併
〉

・
道
州
制
を
考
え
る
と
本
当
は
米
原

市
も
含
め
た
都
市
が
望
ま
し
い
と

思
う
が
、
今
回
の
１
市
６
町
と
い

う
構
想
が
出
て
き
た
経
緯
を
教
え

て
ほ
し
い
。

・
長
浜
市
は
元
々
坂
田
郡
だ
っ
た
の

だ
か
ら
、
な
ぜ
長
浜
市
か
ら
同
じ

坂
田
郡
で
あ
る
米
原
市
に
申
し
入

れ
を
し
な
い
の
か
。

・
県
の
合
併
構
想
に
つ
い
て
、
米
原

市
を
取
り
込
め
な
か
っ
た
理
由
は
。

・
米
原
市
の
職
員
や
住
民
の
方
々
か

ら
、
長
浜
と
の
合
併
を
望
ん
で
い

る
と
い
う
話
を
聞
く
の
で
、
ぜ
ひ

２
市
６
町
で
合
併
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

〈
積
極
的
に
支
援
を
〉

・
県
は
合
併
に
際
し
、
後
方
支
援
で

は
な
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ

て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
望
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

・
広
域
行
政
を
指
導
す
べ
き
県
が
合

併
を
市
町
に
任
す
と
い
う
の
は
無

責
任
で
は
な
い
か
。

〈
道
州
制
の
位
置
づ
け
〉

・
道
州
制
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
中

で
、
県
は
今
回
の
合
併
を
ど
う
進

め
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

・
県
の
合
併
推
進
構
想
を
見
て
い
る

と
、
道
州
制
の
こ
と
が
書
い
て
い

な
い
。
県
の
本
音
は
合
併
で
は
な

く
道
州
制
で
は
な
い
か
。

〈
南
高
北
低
の
是
正
〉

・
県
は
、
合
併
す
れ
ば
南
高
北
低
が

是
正
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

・
今
回
の
合
併
に
よ
っ
て
南
高
北
低

が
ど
れ
だ
け
打
破
さ
れ
る
の
か
。

〈
勧
告
を
す
る
の
か
〉

・
県
は
前
回
の
合
併
で
は
わ
ざ
わ
ざ

副
知
事
ま
で
来
て
勧
告
し
て
い
た

が
、
今
回
も
勧
告
す
る
の
か
。

〈
補
助
金
〉

・
県
は
合
併
に
反
対
す
る
団
体
へ
も

補
助
金
を
交
付
す
る
の
か
。

〈
合
併
新
法
期
限
後
の
動
向
〉

・
新
合
併
特
例
法
の
期
限
（
平
成
22

年
３
月
）
後
の
国
及
び
県
の
考
え

は
。

今
回
は
、
10
月
10
日
か
ら
約
１
か
月
間
、
市
内
10
か
所
で
開
催
し
た
「
市
長
と
語
る
市
民
懇

談
会
」
に
お
け
る
市
か
ら
説
明
概
要
と
お
聴
か
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
道
州
制
と
１
市
６
町
合
併
」

図1

【出典】国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

図2
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合　併合　併

②
合
併
の
全
体
論

次
に
、
合
併
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
合
併
全

体
に
関
す
る
意
見
と
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
や
財
政
面
に
関
し
て
い
た
だ
い
た

具
体
的
な
意
見
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
全
体
的
な
意
見
〜

合
併
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

〈
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
〉

・
今
後
の
長
浜
市
を
ど
の
よ
う
に
方

向
づ
け
て
い
る
の
か
。
工
業
都
市

に
す
る
の
か
、
商
業
都
市
な
の
か
、

文
化
都
市
な
の
か
、
観
光
都
市
な

の
か
、
そ
の
方
向
性
を
は
っ
き
り

市
民
に
示
し
て
ほ
し
い
。

・
合
併
の
魅
力
や
メ
リ
ッ
ト
、
広
域

で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
ほ
し

い
。

〈
モ
ノ
と
心
の
豊
か
さ
の
バ
ラ
ン
ス
〉

・
ど
の
地
域
で
も
そ
う
だ
が
、
利
益

追
求
に
な
る
と
悪
い
面
が
出
て
く

る
の
で
、
メ
ン
タ
ル
な
面
を
も
っ

と
豊
か
に
す
る
よ
う
な
施
策
と
う

ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

〈
他
市
の
合
併
事
例
に
学
べ
〉

・
合
併
の
成
功
例
や
失
敗
例
が
あ
る

の
で
、
失
敗
し
な
い
よ
う
良
い
こ

と
を
学
ん
で
長
浜
市
を
ど
う
す
る

か
考
え
て
ほ
し
い
。

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

〈
両
方
の
提
示
を
〉

・
説
明
を
聞
い
て
い
る
と
、
合
併
す

る
と
効
率
的
で
合
理
的
で
コ
ス
ト

が
安
く
つ
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、

短
所
は
な
い
の
か
。

・
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
な
く
、

デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
た
情
報
開
示

を
し
て
ほ
し
い
。

・
メ
リ
ッ
ト
が
こ
れ
だ
け
あ
り
、
デ

メ
リ
ッ
ト
も
こ
れ
だ
け
あ
り
、
で

も
ど
う
し
て
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て

こ
な
い
の
で
そ
の
あ
た
り
を
し
っ

か
り
と
説
明
し
て
ほ
し
い
。

〈
デ
メ
リ
ッ
ト
〉

・
合
併
し
た
ら
生
活
格
差
が
広
が
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

・
湖
北
は
滋
賀
県
で
も
人
口
が
一
番

減
っ
て
お
り
、
老
齢
化
率
も
高
い
。

合
併
す
れ
ば
も
っ
と
悪
く
な
る
に

違
い
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
の

（
合
併
し
な
い
）
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

〜
具
体
的
な
意
見
〜

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

〈
合
併
後
ど
う
な
る
の
か
〉

・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
除
雪
、
幼
稚
園

の
負
担
金
な
ど
、
身
近
な
問
題
が

危
惧
さ
れ
る
の
で
、
住
民
の
納
得

条
件
が
揃
わ
な
け
れ
ば
、
行
政
だ

け
で
進
め
る
の
は
む
ず
か
し
い
の

で
は
な
い
か
。

・
住
民
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
中
心
に
合
併
問
題
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

・
１
市
６
町
が
合
併
し
た
場
合
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
か
、

そ
の
ま
ま
な
の
か
を
教
え
て
ほ
し

い
。

・
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
や
説
明
会
で

は
行
政
上
の
削
減
の
話
ば
か
り
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
今
後
高
齢
化
で

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
説
明
し

て
も
ら
わ
な
い
と
判
断
し
か
ね
る
。

〈
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
〉

・
合
併
し
て
効
率
化
す
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ

や
郵
便
局
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
効

率
の
悪
い
田
舎
の
地
域
は
切
り
捨

て
ら
れ
る
。
合
併
し
な
い
で
ご
み

処
理
で
や
っ
て
い
る
よ
う
に
広
域

事
業
で
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

・
効
率
的
と
い
う
の
は
、
人
や
財
政

面
で
効
率
的
に
な
る
だ
け
で
、
サ

ー
ビ
ス
面
は
そ
れ
に
反
し
て
低
下

す
る
の
で
は
な
い
か
。

財
政
面
に
つ
い
て

〈
財
政
難
を
解
決
で
き
る
の
か
〉

・
合
併
す
る
と
高
齢
化
比
率
が
高
く

な
り
、
就
労
人
口
が
減
っ
て
医
療

費
や
保
険
料
の
負
担
が
増
加
す
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
果
た

し
て
財
政
的
に
や
っ
て
い
け
る
の

か
、
し
っ
か
り
示
し
て
ほ
し
い
。

・
合
併
し
て
財
政
問
題
は
本
当
に
解

決
で
き
る
の
か
。

〈
１
市
２
町
合
併
後
の
財
政
状
況
〉

・
１
市
２
町
で
合
併
し
て
財
政
状
況

は
良
く
な
っ
た
の
か
。
合
併
前
と

後
の
財
政
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

〈
６
町
の
財
政
状
況
は
〉

・
現
在
、
長
浜
市
民
一
人
当
た
り
約

105
万
円
の
借
金
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

６
町
の
借
金
が
ど
の
く
ら
い
で
ど

の
よ
う
な
返
済
計
画
を
立
て
て
い

る
の
か
を
公
に
し
て
ほ
し
い
。

・
長
浜
市
自
体
も
財
政
状
況
が
良
く

な
い
の
に
、
合
併
し
て
大
丈
夫
な

の
か
。
ま
ず
は
、
６
町
の
財
政
状

況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

個
別
施
策
に
つ
い
て

〈
庁
舎
〉

・
庁
舎
に
つ
い
て
、
湖
北
地
域
に
は

結
構
立
派
な
庁
舎
が
あ
る
が
、
長

浜
市
の
庁
舎
を
含
め
た
施
設
の
見

通
し
は
ど
う
な
の
か
。

〈
企
業
誘
致
〉

・
６
町
と
合
併
す
る
と
企
業
誘
致
し

や
す
く
な
る
と
言
う
が
、
長
浜
や

湖
北
よ
り
立
地
条
件
の
い
い
と
こ

ろ
は
全
国
に
い
く
ら
で
も
あ
る
。

雪
も
多
く
、
企
業
誘
致
が
進
ん
で

い
な
い
現
状
で
そ
う
簡
単
に
企
業

が
来
る
の
か
ど
う
か
。

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
湖
北
地
域

は
人
手
不
足
で
そ
の
代
わ
り
外
国

人
労
働
者
が
増
え
て
い
る
。
大
企

業
を
誘
致
す
れ
ば
中
小
企
業
は
ま

す
ま
す
人
材
確
保
が
難
し
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

〈
住
宅
〉

・
合
併
す
る
と
び
わ
地
区
が
ま
す
ま

す
少
子
高
齢
化
で
取
り
残
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
人
口
増
の
た

め
に
も
住
宅
団
地
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。

〈
教
育
〉

・
学
校
選
択
制
を
条
例
化
し
て
他
地

区
か
ら
び
わ
地
区
の
学
校
へ
通
え

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

〈
公
共
交
通
〉

・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
事
前
登
録

制
と
な
っ
て
い
る
が
、
登
録
し
な

い
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
い
か
。

〈
農
業
〉

・
農
業
活
性
化
策
と
し
て
、
お
米
の

長
浜
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
農
業
者
が

豊
か
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
願
い

た
い
。

〈
病
院
〉

・
合
併
す
る
と
湖
北
総
合
病
院
は
ど

う
な
る
の
か
。
負
担
に
な
り
そ
う

で
心
配
し
て
い
る
。

〈
多
文
化
共
生
〉

・
近
所
で
も
外
国
人
が
増
え
て
き
て

い
る
が
、
住
民
と
の
意
思
疎
通
が

う
ま
く
図
れ
な
い
こ
と
が
問
題
を

起
こ
す
最
大
の
原
因
だ
と
思
う
の

で
、
外
国
人
で
も
理
解
で
き
る
標

識
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

③
合
併
の
方
法
論

最
後
に
、
合
併
の
進
め
方
等
に
関

し
て
い
た
だ
い
た
意
見
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

合
併
の
進
め
方
に
つ
い
て

〈
住
民
投
票
〉

・
議
会
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
の
議

員
は
１
市
６
町
合
併
に
つ
い
て
の

考
え
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
ん
な
大

事
な
こ
と
は
住
民
投
票
で
決
め
て

ほ
し
い
。

・
議
会
と
の
話
だ
け
で
な
く
、
住
民

の
意
見
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
か
ら

で
な
い
と
合
併
は
進
め
ら
れ
な
い

と
思
う
。
前
に
住
民
投
票
し
た
時

は
莫
大
な
お
金
を
費
や
し
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
今
回
も
住
民
投
票

で
税
金
を
使
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

〈
議
会
と
の
関
係
〉

・
今
回
の
合
併
は
首
長
サ
イ
ド
で
話

が
進
ん
で
い
て
、
議
会
に
は
十
分

に
情
報
提
供
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
、
議
会
と
の
関
係
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
議
会
と

し
て
の
動
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

〈
市
民
の
理
解
〉

・
合
併
の
話
は
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
て
か
ら
で
な
い
と
行
政
だ

け
が
走
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
上

手
に
宣
伝
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
。

・
参
加
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は

関
心
が
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

・
以
前
、
湖
北
の
町
と
合
併
す
る
時

に
こ
じ
れ
た
原
因
を
住
民
に
は
っ

き
り
示
し
、
本
当
に
市
民
に
と
っ

て
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
周

知
徹
底
し
て
も
ら
わ
な
い
と
進
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
は

Ｐ
Ｒ
不
足
と
の
ご
指
摘
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
十

分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
積
極

的
に
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

各
種
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
11
月
９
日
に
は
、
６
町
の

議
会
か
ら
市
議
会
の
方
に
「
湖
北
広

域
の
将
来
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
」
と
い
う
申
し
入
れ
も
あ

っ
た
の
で
、
議
会
と
も
歩
調
を
合
わ

せ
な
が
ら
、
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

現
在
の
新
合
併
特
例
法
の
期
限
は

平
成
22
年
３
月
で
す
。
そ
の
期
限
内

に
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
み
な
さ
ん
の
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
、
企
画
調
整
課
政
策
調

整
グ
ル
ー
プ(

7
X
６
５
０
５)

へ
。
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民生委員児童委員民生委員児童委員

氏　　名

六
　
　
荘
　
　
地
　
　
区

南
　
郷
　
里
　
地
　
区

神
　
照
　
地
　
区

担当自治会名 TEL
川村　元嘉
清水　良r
今居　信子
堀井　克二
森川　栄壽
川村　敏夫
中川　勤
伊吹　かよ子
柴田　郁造
田中　r治
*田　憲治
横田　輝夫
石居　康成
井　正則
藤田　長昭
福永　定子
中川　裕義
菅原　詔夫
中川　r子
小林　喜八郎
西田　　一郎
西村　浩一
' 繁子
那須　捨次
秋山　信子
法山　文雄
廣瀬　征一
平塚　敏行
井関　　志
樋口　澄明
小足　みつる
木戸　俊光
竹本　義之
本庄　一行
田附　スエ子
木村　富久子
川合　國夫
藤山　弘
川原　猛
金澤　吉彦
田中　良和
中川　次郎
中川　國利
宮地　忠子
村} 多惠子
冨永　喜久男
槇島　修
月ヶJ 孝市
森　　誠一
藤居　仁彦
笠原　章一
前田　滋津夫
川} r嗣

八幡東
八幡東
八幡泉・南川
南高田
東高田
東高田
三和
地福寺
柳
弥高
平方
平方・平方北
平方南
四ツ塚
勝北
勝
大辰巳・永久寺
室
大戌亥
下坂中・寺田
田村
高橋・下坂浜
宮司東
宮司西
宮司西
小堀・コーポ小堀
小堀新
大東・今川
七条東・七条中
七条西・七条新
南小足・南田附東
小足新
小足新
小足北
新栄
日の出
加納・加納新
榎木
南田附西
川崎・山階
口分田
保田・泉
今
国友東・国友西
新庄寺（１区・４区）
新庄寺（２区・３区）
新庄中・新庄馬場
小沢・下之郷東・下之郷中
下之郷西・森
相撲
相撲西
美浜･緑ヶ浜
上祗園

62-4779
62-7799
63-3350
62-5653
63-5307
62-9418
62-4034
62-5898
63-9736
62-4209
62-8330
63-0964
62-7163
63-7048
63-8392
62-7638
62-7269
62-9659
62-7067
62-7893
62-4605
63-1073
62-1686
63-1351
64-1750
62-7737
65-2671
62-9931
62-9759
62-7277
63-0559
63-0670
63-5486
63-6559
62-6818
64-1603
62-1609
62-8176
63-7449
62-4857
62-1363
62-4913
62-4936
62-9019
62-1644
63-2176
62-9606
62-1303
63-4689
63-4769
63-5396
63-9728
63-2433

氏　　名

長
浜
第
一
地
区
（
第
１
〜
第
５
連
合
）

長
浜
第
二
地
区
（
第
６
〜
第
９
連
合
）

担当自治会名 TEL
笹原　那智子
樋口　すみ子

中澤　芳一

水谷　實
F村　三津子
小林　純子
橋本　千江子
野中　幸子
藤井　洸
児玉　秀樹
北川　吉弘

小川　裕子

西村　　夫
@山　清

福川　善久

中森　信雄
松井　功
大d 正
飯田　千

@木　豊

山内　三保子
中島　佶

磯田　智

飯島　志津子

北村　久子

清水　康治
藤居　雅子
北島　起久子
河瀬　和子
田　r雄

神前東・月見ケ丘
神前西・北門前・米川
御坊東・神前栄・三の宮
北・三の宮中・三の宮南
神前上
一の宮・八幡中山南
高田東・高田北
高田・高田中
高田西
片・神戸・伊部
南片・宮・金屋・錦南
十軒・御堂前
三ツ矢南・三ツ矢中東・
大通寺・中三ツ矢
東三ツ矢北・東三ツ矢中
東三ツ矢南・三ツ矢新道・京
三ツ矢北・仏光寺・北三
越・南三越
北日吉・中日吉・三ツ矢新
南日吉
郡上・北呉服・南呉服東
相生・祝・大手
南呉服上・南呉服元・南
呉服南
殿
公園
公園新・豊公園前弍番
館・鐘紡町緑風苑
ハートフルタウン
横・西本・東本・北船東・
北船北・北船南
八幡・永保・箕浦・紺屋
南船・船山
栄船
南新・上田・中田
下田・田旭

62-6108
62-3519

62-2819

63-0239
62-4567
63-7520
62-3867
62-5625
63-2432
62-2434
62-3487

62-8931

62-7208
62-4672

62-4765

63-5268
62-2701
62-6833
62-0069

62-0293

63-2752
62-3276

65-2281

65-3998

62-6011

62-5391
65-2237
62-5109
62-5106
63-5954

民生委員・児童委員さんは、お年寄り、子ども、
しょうがいのある人、ひとり親家庭や生活に困っ
ている人などの相談に応じ、関係機関と連携して
必要な支援活動をしていただく皆さんです。暮ら
しの中で気になることがありましたら、気軽にご
相談ください。
民生委員・児童委員（主任児童委員を含む）さ

んは、次の皆さんです。（敬称略）任期は、平成
19年12月１日から平成22年11月30日までの３年
間です。
お問い合せは、市福祉課(7X６５１９)へ。

新しい
民生委員・児童委員さんが

決まりました

氏　　名

神
　
照
　
地
　
区

北
　
郷
　
里
　
地
　
区

西
黒
田
神
田
地
区

浅
　
井
　
地
　
区

担当自治会名 TEL
松村　義美
高橋　一郎
'J 耐子
堤　　　一　
長谷　武二
川瀬　景士
西谷　豊弘
堀井　晃
蜂屋　貴子
澤村　優子
廣田　俊夫
藤澤　信子
福永　謙一
杉本　英一
春近　琴峰
一居　r夫
一居　渺
間d 悟
原　碩信
田辺　正之
伏木　長昭
西尾　俊美
F原　勝徳
田　進
澤　久行
本庄　秀秋
西川　美根子
@森　茂人
小川　正一
中尾　眞人
尾} 正明
伊　　清男
坂東　登代美
中谷　
川添　泰志
近藤　百合子
清水　礼子
松村　吉洋
久保田　武士
中村　みき江
西澤　康雄
岡　　能理郎
古池　茂十志
按察　　爾
松山　喜代子
松村　文子
内藤　光有
將亦　恒子
中村　春實
喜田　全恵
伊吹　　子

祗園元
列見
十里
神照東・シティライフ
神照東・神照西
神照西
北新東・北新北・北新暁
北新西・北新南
八幡中山
八幡中山
中山
分木
八幡中山栄
十里南新
春近
石田
石田
堀部
保多・垣籠
東上坂
西上坂
千草東
千草東
千草中
千草西
千草西
八条
本庄・本庄新
常喜東・常喜西・常喜新
鳥羽上北・鳥羽上南・名越
布勢・小一条
加田東・加田北
加田西・加田南・加田今
加田新・加田栄・加田促進
内保
内保
大路・中瀬
三田
大依・平塚
八島
尊勝寺・山ノ前
新三田・西新三田・北新三田
野上
高畑・力丸・池奥
野田・木尾
上野・小室・黒部
竜安寺・谷口・北野
瓜生・田川・須賀谷
北ノ郷・東野
小野寺・醍醐・徳山・高尾
飯山・当目

62-3948
62-5714
63-7673
62-9482
63-0960
62-7479
63-8079
62-7647
62-2688
62-2850
62-3078
62-0200
62-2141
63-5186
62-5389
62-7206
62-1322
62-6763
62-1698
63-3613
62-9858
65-5838
62-9166
62-4385
63-0384
62-2402
62-7467
62-3515
63-2484
62-1745
62-9709
62-3788
62-1456
63-1911
74-0648
74-0019
74-0227
74-0251
74-1547
74-2482
74-0905
74-0057
74-3956
74-2160
74-2736
74-2063
74-1671
74-2822
74-2874
74-1776
74-1011

氏　　名

浅
　
井
　
地
　
区

び
　
　
わ
　
　
地
　
　
区

担当自治会名 TEL
m瀬　てる子
藤井　哲朗
関口　壽治
喜田　百合子
山家　勇賢
佐野　定子
嶋　　傳一
辰己　外士
押谷　滋樹
宮元　徳次
@山　そとゑ
北川　好直
奥田　武雄
渡辺　憲雄
藤本　文夫
中川　孝)
曽根　和子
松嶋　すみ子
椙本　省次
藤井　勝之
中濱　顯文
中川　喜久男
福本　春美
中川　武治
*田　精純
阿部　秀彦
沓水　和子
松井　保
藤末　博之
山瀬　昭雄

大門・乗倉
西主計・東主計・南郷
浅井高原
浅井高原
相撲庭
今荘・佐野
南池・北池・法楽寺
野村
野瀬
草野
高山
寺師・西村・太田
郷野
鍛冶屋・岡谷
細江
曽根・御館
曽根
錦織・落合
難波・新居・野寺
八木浜
大浜・中浜
南浜
川道
川道
小観音寺・稲葉・弓削・香花寺
富田・北富田・十九
上八木・下八木
早崎・下益田
益田・安養寺
鶴ヶ島・みずべの里

74-1974
74-1940
74-2344
74-0584
74-3469
74-1909
74-1749
74-1856
76-0356
76-0426
76-0450
76-0291
76-0733
76-0500
72-2553
72-2297
72-3548
72-2725
72-2690
72-4319
72-2157
72-4312
72-2764
72-3788
72-2487
72-2082
72-2433
72-2540
72-2730
72-2168

氏　　名 担当地区名

■主任児童委員

TEL
寺居　恒男
沢尾　珠枝
佃　　常観
村田　はるみ
寺村　茂子
福永　早苗
押谷　惠子
榎　　菊子
野田　千代子
薮内　久美子
田邉　育
矢野　貫城
引山　直子
西堀　たみ子
青井　洋子
@橋　洋子
沓水　万千子
蒲生　恵子

長浜第一地区
長浜第一地区
長浜第二地区
長浜第二地区
六荘地区
六荘地区
南郷里地区
南郷里地区
神照地区
神照地区
北郷里地区
北郷里地区
西黒田神田地区
西黒田神田地区
浅井地区
浅井地区
びわ地区
びわ地区

62-0045
63-9565
62-6096
62-1385
62-7473
62-7458
62-2793
62-6559
64-0385
62-9626
62-3887
62-4749
62-2467
62-8599
76-0393
74-0840
72-2701
72-3141
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このコーナーは、市民のみなさんの活動の様子やまちで
見かけたほっとな話題を紹介するページです。
あなたが見つけたおもしろいものがあれば、企画調整課

広報広聴グループ（7○65６５０４）までお知らせください。

演じ手と見る人とのふれあい
長浜かみしばいボランティアグループによ

る「秋のかみしばい祭り」が曳山博物館周辺
で開催されました。この日は、昨年の一豊・
千代博覧会で演じられていた、一豊・千代戦
国夫婦物語も特別に上演。代表の村田さんは、
「今後は、いろんな場所で定期的に開催してい
きたい。」とおっしゃっていました。

人形が若い力でいきいきと

11 18(日）

今年も葉ボタンが市役所に
今年で27年目を迎えた葉ボタンの贈呈。滋

賀県立長浜養護学校高等部のみなさんが、毎
日、水と愛情を注いで育てた葉ボタンを今年
も市役所に届けてくれました。玄関のところ
に置いてありますので、お越しの際にはぜひ
ご覧ください。

きもの姿でくみひもに挑戦
老若男女が着物姿で楽しめるイベントとし

て産声を上げ、今年で10年目を迎えた「長浜
きものの集い」。10周年記念イベントとして、
参加者全員で取り組むくみひも講座が行われ、
それぞれお気に入りの記念ストラップづくり
を楽しんでおられました。

11 20(火）

新しい校舎で記念集会
南小学校で、新校舎完成と創立40周年をお

祝いする記念集会が開催されました。関西フィ
ルハーモニーと南小児童がコラボレーションし
て「南小物語」を披露した後、校庭でみんなの
願いを込めた風船飛ばしが行われました。

11 3 (土）

子どもからお年寄りまで
ふれあい体験

新庄中自然環境を守る会主催で、「スイート
コーンもぎ取り体験」が開催されました。近
隣町の子どもたちや地域の保育園児を招待し
て行われたもので、収穫後は、ゆでたてのス
イートコーンを食べながら、地域や世代を越
えた交流を深めておられました。

現在、屋根の葺き替えと部分修理をしている
市指定有形文化財の大通寺太鼓楼。現場見学会
に参加された皆さんは、普段見ることができな
いところを写真に撮ったり、いろいろな質問を
するなどして、貴重な体験をされていました。

11 25(日）
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11
月
20
日
に
、
結
婚
相
談
員
の
み
な
さ
ん
と
行
っ
た

「
市
長
と
気
楽
に
ト
ー
ク
」。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
き
っ
か
け
づ
く
り
を

し
て
も
な
か
な
か
先
に
進
ま
な
い
と
い
う
悩
み
や
、
活
動

を
充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
も
っ
と
人
数
が
必
要
と
い
っ

た
意
見
の
ほ
か
、
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
た
め
に
も

継
続
し
た
事
業
展
開
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
提
案
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
、
ま
ち
の
活
性
化
に
は
人
口
増
が
必
要
な

の
で
、
結
婚
問
題
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
行
政
も
支

援
す
る
の
で
、
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

長
浜
市
結
婚
相
談
員

市
で
は
、
市
内
で

自
主
的
な
活
動
を

行
う
グ
ル
ー
プ
や

団
体
を
対
象
に
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
長
と
懇
談
す
る

「
市
長
と
気
楽
に
ト

ー
ク
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

【結婚相談日：毎月１回】
長浜　第４金曜日(18:00～20:00)

市民交流センター

浅井　第４金曜日(18:00～20:00)
浅井支所

びわ　第４木曜日(19:30～21:00)
びわ公民館

お気軽にお越しください。

11月20日市役所で

11
11
2
3
(金)

(土)
～

11
11
3
4
(土)

(日)
～

10 28(日）

二
度
と
見
ら
れ
な
い

貴
重
な
も
の

ま
ち
な
か
に
と
け
込
む

町
衆
歌
舞
伎

11 11(日）

商店街の活性化を目的として始められ、今年で
11回目を迎えた「長濱ゆう歌舞伎」。すっかりま
ちなかを彩る一つの風景となってきました。また、
あらすじなどを紹介する紙芝居もとてもおもしろ
く、歌舞伎同様、大きな拍手が送られていました。

リ
ュ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
冨
田
人
形
秋
の
人
形
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」。
今
回
の
主
役
は
高
校
生
た
ち
で
し

た
。
お
弓
の
主
使
い
を
担
当
し
た
和
田

く
ん(

写
真
右)

は
、「
い
つ
も
と
変
わ
ら

な
い
演
技
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
違

う
人
形
に
も
挑
戦
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

南小は1967年に、六荘・
神田・西黒田の３つの小学
校が統合されて開校しまし
た。玄関前の三本松は、子
どもたちが仲良く一つにな
れるようにと当時植えられ
たものです。今回、「三美
満樹」と記された石碑が新
たに建立されました。
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平成19年に所得が減って所得税
が課されなくなった方へ

所得税から住宅ローン控除額を
引ききれなかった方へ

税税

控除しきれなかった分は市県民税(所得割)から控除されます。
税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。
平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかっ

た額がある場合は、翌年度の市県民税（所得割）から控除できます。

○平成20年以降、住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。
○平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年３月17日までに、平成20年１
月１日現在お住まいの市区町村へ｢市町村民税道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書｣を提出
してださい。

住宅ローン控除Ｑ＆Ａ
Ｑ市県民税の住宅ローン控除額
の金額はどう決まるの？

Ａ｢市県民税の住宅ローン控除額｣
は、｢住宅ローン控除可能額｣と
｢税源移譲前の税率を用いて算
出した所得税額｣のいずれか少
ない金額から｢所得税の住宅ロ
ーン控除額｣を差し引いた金額
となります。

Ｑどういう場合に住民税の住宅
ローン控除の対象となるの？

Ａ給与所得者の方については、平
成１９年分の給与所得の源泉徴
収票の摘要欄に｢住宅借入金等
特別控除可能額｣が記載され、
この金額が源泉徴収票の｢住宅
借入金等特別控除の額｣より大
きい場合に、市県民税の住宅ロ
ーン控除の対象となります。

Ｑ平成19年以降に入居した場合
は？

Ａ｢住民税の住宅ローン控除｣の適
用はありません。
所得税において、新たな住宅ロ
ーン控除制度の特例が設けられ
ましたので、税務署(7○626144)
にお問い合わせください。

※｢従来の方式｣と｢控除率を引き下げて控除期間
を延長する方式（10年から15年に延長）｣の
選択制をとる特例が創設されています。

税源移譲により、所得税率の変更(所得額195万円まで、
10％→５％)による税負担の軽減の恩恵は受けず、市県民
税率の変更による税負担の増加の影響のみを受ける方につ
いては、既に納付済の平成19年度市県民税額から、

●対象者
平成18年中は所得があり、所得税が課税されていた

が、平成19年には所得税が非課税となる程度まで所得

が減少した人が対象となります。

そして、次の①②の両方の条件を満たす人
①平成19年度市県民税の課税所得金額

（申告分離課税分を除く）

＞市県民税と所得税との人的控除の差(※)の合計額

②平成20年度市県民税の課税所得金額

（申告分離課税を含む）

≦市県民税と所得税との人的控除の差(※)の合計額

●計算方法（対象は平成19年度市県民税のみです）
平成19年度市県民税額（調整控除後）
－平成19年度市県民税額（税源移譲前の市県民税額）
＝　平成19年度市県民税額から差し引く金額　

※すでに納付されている場合は還付します。

※平成19年中になくなられた方や海外へ転出されて平

成20年１月１日現在国内に居住されていない方には、

この経過措置は適応されません。

※市県民税と所得税の人的控除の差（主なもの）

税源移譲により増額となった市県民税相当額を還付します。

申告方法等の詳細
については、平成
20年４月以降に
お知らせします

お問合せは、市税務課市民税・国保料グループ(7X６５２４)へ。

申告が必要です

申告期間
平成20年

７月１日～31日
まで

申告期間
平成20年

３月17日
まで

ここにご注意を！

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方
所得税の確定申告をされない方
所得税の確定申告をされる方

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法
源泉徴収票を添付して市税務課へ提出
所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

税源移譲前 税源移譲後 

所得税額 

納付すべき 
所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除可能額 

所得税額 
が減少 

所得税から控除しきれなかった住宅ローン 
控除額を翌年度の住民税(所得割)から控除 

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

本
来
納
付
す
べ
き
市
県
民
税
額 

減
少 

措
置 

住宅ローン 
控除可能額 所得税 

住宅ローン 
控除額 

控除しきれ 
なかった額 

市県民税 
住宅ローン 
控除額 

納付すべき 
市県民税額 

所得税 

市県民税 

所得変動が 
ない場合 

平成18年 
中の所得に 
対して課税 

平成19年 
中の所得に 
対して課税 

税源移譲により 
増額となった 
市県民税額 

減額となった 
所得税額 

平成18年(度） 

平成19年(度） 

所得変動が 
ある場合 

税源移譲により増額と 
なった市県民税相当額 
が還付されます。 

平成19年(度） 

市県民税 

市県民税 

申告により 

所得税 

所得税 

所得税 
非課税 

還付 

確定申告は便利でお得なe－Ｔａｘ(国税電子申請・納税システム)で

所得控除区分 差　　額

一 般

老 人

一 般

特 定

老 人

同 居 老 親 等

配 偶 者 控 除

扶 養 控 除

基 礎 控 除

５万円

１０万円

５万円

１８万円

１０万円

１３万円

５万円
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住宅規制暮らし

市街化調整区域での個人住宅の建築規制が緩和されました

今までは
市街化調整区域の中でも市街化区域から１

kmを超える地域では、自分の家を建てると
きに、一定の要件を満たす必要がありました。

これからは
市街化調整区域での定住者の増加に向け

て、要件にかかわらず、開発許可等を受け
れば誰でも建築できるようになりました。
(平成19年11月30日から)

【指定集落区域】（規制緩和区域）
大東、下之郷東、下之郷中、下之郷西、石田坂下、八条、常喜、本庄、鳥羽上北、鳥羽上南、名越、布勢、
小一条、安養寺、北富田、稲葉、小観音寺、下益田、早崎、上八木、下八木、八木浜
※指定集落区域図は、市都市計画課と各支所において閲覧できます。

※注意　建築を計画する際には、指定集落区域の確認ならびに都市計画法に基づく許可（開発許可・建築許
可）や、他の法令の条件を満たす必要がありますので、事前に都市計画課までお問い合わせください。
お問合せは、市都市計画課開発指導グループ(7XX６５４１)へ。

今年の除雪体制は、地区ごとに対策本部を設置し、

地域特性に応じた除雪を行います。

除雪は、幹線市道やバス路線などが優先となりま

すので、除雪路線に指定されていない市道や生活道

路、歩道、通学路、消火栓付近は地域のみなさんで

除雪していただきますよう、ご協力をお願いします。

除雪作業にご協力ください
①路上駐車をしないで！
除雪車が通れないことがあります。

②スノーポールをさわらないで！
道幅や危険箇所の目印として赤く塗った竹や紅

白のポールを道路脇に設置していますので、さわ
らないでください。

③溝ふたを開けたままにしないで！
側溝に排雪した後、溝ふたが開けたままになっ

ていることがあります。事故の原因になりますの
で、きちんと閉めてください。

④道路上の鉄板撤去を！
段差を解消するため、道路に設置している鉄板

は、除雪車が鉄板をはね上げる危険がありますの
で、道路上から撤去してください。

⑤玄関前は各家庭で除雪を！
除雪車が通った後、玄関前に雪が残ることがあ

ります。玄関前の雪は各家庭で除雪をお願いしま
す。

⑥木の枝の処置を！
雪が降ると雪の重みで、竹や木の枝が道路上に

倒れる危険性があります。所有されている人は雪
が降る前に処置をお願いします。

除雪に関するお問合せは、各地区の除雪対策本部へ。
長浜地区（7X６５３０）、浅井地区（7a３０２０）、びわ地区（7_５２５５）

お問合せは、市市民協働課(7X８７１１)、
長浜地域整備㈱(7X５５８５)へ。

許可される建築物の用途
自分が住むための一戸建て専用住宅および兼用

住宅（日用品の販売店・事務所等、ただし、兼用
部分が50㎡以内で住宅の1/2未満）に限られ、敷
地が500㎡以内のもの

指定された区域
①当該土地の区域における居住者の減少にともな
いコミュニティ維持への対応が必要であって、
独立して一体的な日常生活圏を構成していると
認められる土地の区域

②当該土地の区域を指定集落区域とすることが、
開発区域の周辺における市街化を促進するおそ
れがない土地の区域

<指定集落区域>
・居住者の減少にともないコミ
ュニティ維持への対応が必要

・一体的な日常生活圏を構成

<建築物の用途>
・自己用の専用住宅
・自己用の兼用住宅
（小規模な事務所、店舗など
を兼ねるもの）

イメージ図

＜凡例＞

既指定区域(法34条11号)

指定集落区域(法34条12号)

指定されない区域

条例改正

市営駐車場の定期利用者募集
《長浜駅西２台、田村駅東４台》

利用期間：平成20年１月１日～３月31日
利用時間：24時間入出庫可能
月額料金：4,000円／月
受付期間：12月１日（土）～12月20日（木）
受付時間：午前９時00分～午後５時00分
利用資格：通勤又は通学でJRを利用されている方
申込方法：印鑑を持参のうえ長浜地域整備㈱（長

浜駅西駐車場管理棟内）に直接お申し
込みください

そ の 他：申込多数の場合は抽選
申込は一人一台一駐車場のみ

お問合せは、市環境保全課(7X６５１３)、
湖北広域行政事務センター第１プラント(7f
０１８１)へ。

年末のし尿収集はお早めに
《12月30日～１月６日は

し尿収集を休みます》
例年、年末は収集の申込みが集中しますので、

早めに委託業者へお申し込みください。

《長浜地区》
○株式会社ライフリリーフ　(7UU１３５６)
○橋本クリーン産業株式会社(7UU４０９５)
《浅井・びわ地区》
○虎姫衛生企業組合　　　　(7aa８４４４)

積雪10cmで除雪
みなさんもご協力を
お願いします12月１日から　

除雪体制スタート
12月１日から　
除雪体制スタート
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税、入札住宅、商工

毎
年
１
月
１
日
に
お
持
ち
の
家

屋
・
土
地
に
は
固
定
資
産
税
や
都
市

計
画
税
（
市
街
化
区
域
）
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

次
の
場
合
に
は
、
平
成
20
年
度
の
課

税
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
家
屋
（
全
部
・
一
部
）
を
取
り
壊

し
た
場
合

・
住
宅
か
ら
店
舗
な
ど
へ
、
ま
た
店

舗
な
ど
か
ら
住
宅
へ
建
物
の
用
途

変
更
を
し
た
場
合

・
未
登
記
家
屋
を
売
買
・
相
続
な
ど

で
所
有
権
移
転
を
し
た
場
合

※
登
記
済
の
も
の
や
既
に
税
務
課
へ

届
出
さ
れ
て
い
る
人
は
不
要

な
お
、
平
成
20
年
１
月
以
降
に
届

出
を
さ
れ
る
場
合
は
、
取
壊
し
委
託

業
者
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

事
業
に
お
使
い
の
資
産
（
土
地
・

家
屋
を
除
く
等
の
償
却
資
産
）
は
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。市

内
で
事
業
（
農
業
も
該
当
）
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
個
人
・
法
人
の

別
や
資
産
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
お
持
ち
の
償
却

資
産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
12
月
中
旬

に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
前
年
度
か
ら
資

産
状
況
に
異
動
が
な
い
場
合
で
も
申

告
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、

該
当
す
る
資
産
が
な
い
場
合
に
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
31
日
は
固
定
資
産
税
第
４
期

の
納
期
限
で
す
。
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
お
手
元
に
あ

る
納
付
書
の
「
期
別
」「
納
期
限
」
を

ご
確
認
の
上
、
忘
れ
ず
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
７
月
に
第
２
期
、
第

３
期
お
よ
び
第
４
期
の
納
付
書
を

一
括
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
市
税
務
課
資
産
税
グ

ル
ー
プ(

7
X
６
５
２
３)

へ
。

お
問
合
せ
は
、
市
税
務
課
資
産
税
グ

ル
ー
プ(

7
X
６
５
２
３)

へ
。

納
期
限
ま
で
に
市
税
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
が
難
し
く
、
平

日
に
納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
を
対

象
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
日
時
　
12
月
16
日(

日)

午
後
１
時
〜
４
時

相
談
場
所
　
本
庁
別
館
１
階
収
納
課

持
ち
物
　
印
鑑

そ
の
他
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
有

お
問
合
せ
は
、
市
収
納
課(

7
X
６

５
１
７)

へ
。

お
問
合
せ
は
、
市
税
務
課
資
産
税
グ

ル
ー
プ(

7
X
６
５
２
３)

へ
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、
使
い
方
を
変
え
た
り

し
た
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
委
託
業

務(

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等)

、
物
品
調
達

に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
期
間(

市
内
の
方
の
場
合)

】

○
物
品
調
達

平
成
20
年
１
月
10
日(

木)〜
18
日(

金)

※
新
規
に
登
録
を
希
望
、
ま
た
は
平

成
19
年
度
に
登
録
し
た
希
望
業
種

等
を
変
更
さ
れ
る
方
が
対
象

○
建
設
工
事
、
委
託
業
務

平
成
20
年
２
月
１
日(

金)〜
８
日(

金)

※
登
録
希
望
者
す
べ
て
が
対
象

【
注
意
事
項
】

○
受
付
期
間
は
、
地
域
区
分(

市
内
・

市
外)

等
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
建
設
工
事
と
委
託
業
務
を
重
複
し

て
登
録
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
と
物
品
調
達
は
重

複
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
や
申
請
用
紙
等
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
12
月
中
旬
に
掲

載(

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

し
、
印
刷
物
は

12
月
25
日(

火)

か
ら
配
布
予
定
で
す
。

建
設
工
事
や
委
託
業
務
、
物
品
調
達
の

平
成
20
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

市
税
務
課
へ
申
告
を

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
ま
で
に

○
募
集
期
間

12
月
10
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

(

土
・
日
曜
日
除
く)

※
12
月
３
日
か
ら
市
建
築
住
宅
課
お
よ

び
各
支
所
で
募
集
案
内
書
を
配
付

○
申
込
場
所

市
建
築
住
宅
課(

市
役
所
本
館
２
階)

○
申
込
要
件

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
市
内
に
在
住
か
在
勤
で
、
市
税
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が

な
い
人

②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
、

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
家
族
が
あ
る
人

④
申
込
者
全
員
の
収
入
月
額
（
合
計
）

が
20
万
円
以
下
の
人

※
次
に
該
当
す
る
人
等
は
26
万
８
千

円
以
下

・
申
込
者
が
昭
和
31
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
同
居
者
の

い
ず
れ
も
が
昭
和
31
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
ま
た
は
18
歳

未
満
の
場
合

・
身
体
に
障
害
（
１
〜
４
級
）
が
あ

る
人
や
精
神
に
障
害
（
１
〜
２
級
）

が
あ
る
人
、
ま
た
は
知
的
障
害

（
精
神
障
害
１
〜
２
級
と
同
程
度
）

が
あ
る
人

・
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い

る
世
帯

⑤
現
に
住
宅
に
お
困
り
の
人

○
選
考
方
法

要
件
を
満
た
す
人
の
中
か
ら
、
市

営
住
宅
運
営
委
員
会
の
審
査
を
経

て
決
定

○
入
居
の
時
期
　

平
成
20
年
３
月
上
旬
予
定

○
そ
の
他

・
原
則
と
し
て
、
代
理
人
を
通
じ
て

の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
入
居
に
は
連
帯
保
証
人
２
人
（
市

内
に
居
住
し
、
入
居
者
と
同
程
度

以
上
の
収
入
が
あ
る
人
）
が
必
要

で
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
月
額
で
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
市
建
築
住
宅
課(

7

X
６
５
３
３
）
へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

湖
北
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
就
職
情
報
サ
イ

ト
「
湖
北
で
働
き
〜
な
ぁ
!!
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

湖
北
地
域
を
限
定
と
し
た
企
業(

12

月
１
日
現
在
35
社)

の
就
職
情
報
を
掲

載
し
て
お
り
、
湖
北
地
域
の
企
業
へ

の
就
職
・
転
職
を
希
望
す
る
方
へ
の

情
報
提
供
や
地
元
に
戻
っ
て
就
職
し

た
い
と
い
う
方
へ
の
就
職
情
報
紹
介

に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
19
年
12
月
31
日
を
基
準
日
と

し
て
工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
市
な
ど
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
12
月
下
旬
か
ら
平
成
20

年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
各
事
業

所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
票

へ
の
記
入
と
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い

た
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

湖
北
地
域
就
職
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

製
造
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
問
合
せ
は
、
市
契
約
検
査
課(

7

X
６
５
０
７
）
へ
。

固
定
資
産
税(

第
４
期)

納
付
の
お
願
い

休
日
納
税
相
談

お
問
合
せ
は
、
市
総
務
課(

7
X
６

５
０
３
）
へ
。

お
問
合
せ
は
、
湖
北
地
域
雇
用
対
策

協
議
会(

7
U
２
５
０
０)

、
市
商
工

振
興
課(

7
X
８
７
６
６)

へ
。

詳細は、http://www.job-nagahama.com/へ

募集住宅

千草東団地
第２－２号
(東上坂町)

千草東団地
第３－５号
(東上坂町)

建設
年度

構　　造 間取り
住戸
面積
（㎡）

階
平成19年度
家賃月額
(円)

単身
申込

昭和

55年度

準耐火構造

２階建
３Ｋ 63.1 －

13,900

～

30,600

×

準耐火構造

２階建
３Ｋ 63.1 －

14,200

～

31,100

×
昭和

56年度
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福祉、年金医　療

り、院内でミニコンサートが開催されたり、ＮＰ
Ｏ法人音楽村による音楽療法が行われるようにな
りました。
以前、当院で入院されていた演奏家の方にお願

いしてジャズコンサートを開催していただいたこ
とがありました。普段のミニコンサートは30分位
の演奏時間なのですが、この時はなんと１時間も
演奏いただきました。最後の曲が終わると一瞬間
が空いた後、われんばかりの拍手が会場から巻き
起こりました。なかにはいつまでも『ありがとう、
ありがとう』と言っていただいた患者さんがおら
れました。その時は、病院の中でこのような時間
をもてて本当によかったなと思いました。
安らぎの空間、温もりのある空間が病院の中に

広がり、患者さんだけでなく病院を訪れたみなさ
んが少しでも健康で元気な時間を過ごしてもらえ
ることを願っています。」

飛蚊症とは、明るい所や白い壁、青空などを
見つめた時、目の前に虫や糸くずなど浮遊物が
飛んでいるように見える症状です。視線を動か
しても一緒に移動してくるように感じ、瞬きを

しても目をこすっても消えませんが、暗い所で
は気にならなくなります。
眼球内の硝子体（しょうしたい）というゼリ

ー状の物質の混濁が原因です。生理的なものと
して、元々硝子体混濁があるもの、50歳台以降
では硝子体が収縮して網膜からはがれる後部硝
子体剥離、つまり老化現象が多く、他に若年で
も近視が強いと起こります。慣れると気になら
ないようです。病的なものとしては、網膜裂
孔・網膜剥離・硝子体出血・ぶどう膜炎などが
あり、治療が必要です。
いずれにしても浮遊物が増えたり変化があれ

ば、眼科で眼底検査を受けて病的な原因がない
かチェックを受けることをお勧めします。

市立長浜病院
眼科

梅
うめ

基
もと

光
みつ

良
よし

先生

「ひ ぶ ん し ょ う」

市立長浜病院の中を歩い
ていると、どこからともな
く音楽が聞こえてきます。
病室では、テレビから病院
紹介やモーツァルトの曲が
流れ、透析室・デイルー
ム・ＩＣＵなどでは毎週金
曜日に行われている音楽療
法士による演奏が聞こえて
きます。また、１階のロビ

ーではプロの演奏家や近隣大学の吹奏楽部による
コンサートも年に数回開催されています。
このように市立長浜病院では、音楽を積極的に

取り入れた「音楽のある病院」として、患者さん
や訪れたみなさんに少しでも安らいでいただくた
めの取り組みをされています。このような取り組
みを始められたきっかけなどを院長の琴浦先生に
伺いました。
「療養病棟の２階ホールに１台のグランドピア

ノがあります。これは療養病棟の開設時に職員組
合から寄贈されたものです。これがきっかけにな

■
運
営
主
体
は
「
広
域
連
合
」

滋
賀
県
内
の
す
べ
て
の
市
町
が
加

入
す
る
「
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
」
が
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

保
険
料
の
決
定
や
保
険
給
付
の
決
定

な
ど
を
担
当
し
、
市
で
は
、
申
請
・

届
出
の
受
付
や
保
険
料
の
徴
収
な
ど

「
窓
口
業
務
」
を
担
当
し
ま
す
。

＊
保
険
料
率
は
、
広
報
き
ゃ
ん
せ
長

浜
１
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

■
医
療
費
の
内
訳

お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ

た
と
き
の
費

用
は
、
医
療

機
関
の
窓
口

で
お
支
払
い

た
だ
く
１
割
負
担(

現
役
並
み
所
得
者

は
３
割)

の
ほ
か
、
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
、
74
歳
以
下
の

人
た
ち
が
加
入
す
る
健
康
保
険
か
ら

の
支
援
金
、
国
・
県
・
市
町
か
ら
の

公
費(

税
金)

で
賄
わ
れ
ま
す
（
右
下
図

の
と
お
り
）。
こ
の
制
度
は
、
被
保
険

者
だ
け
の
ご
負
担
で
は
な
く
、
社
会

全
体
で
高
齢
者
の
医
療
を
さ
さ
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

出
前
講
座(

対
象
・
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ)

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
保
険
医
療
課
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
、
滋
賀
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合(

7
０
７
７-

５
２

２-

３
０
１
３)

ま
た
は
保
険
医
療
課

(

7
X
６
５
２
７)

へ
。

―
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す
―

シ
リ
ー
ズ
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
②

１
日
社
会
保
険
相
談
所(

予
約
制)

【
と
　
き
】
１
月
24
日(

木)

10
時
〜
15
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
長
浜
商
工
会
議
所
２
階

予
約
専
用
7
０
７
４
９
‐
２
３
‐
５
４
８
９

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
、

年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

は
、
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
と

な
り
、
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
離
婚
等
で
配
偶
者
の
扶

養
か
ら
は
ず
れ
た
場
合
は
、
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
変
更
を
行
い
、
保
険

料
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

変
更
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

将
来
の
年
金
額
が
減
っ
た
り
年
金
の

受
給
権
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
変
更
手
続
き
は
市
保
険
医
療

課
窓
口
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

布
団
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

受
付
開
始

市
で
は
、
在
宅
で

介
護
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
が
日
常
的
に

使
用
す
る
布
団
を
丸

洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
申
請
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
人
】

65
歳
以
上
で
平
成
19
年
５
月
１
日

〜
平
成
19
年
10
月
31
日
の
間
で
３
か

月
以
上
在
宅
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方

の
う
ち
、
11
月
１
日
現
在
で
介
護
保

険
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
か
、
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
ラ
ン
ク
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
の
方
で
、

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
の
項
目

に
該
当
す
る
方
。

①
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯

②
所
得
税
非
課
税
世
帯

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

【
受
付
期
間
】

12
月
10
日(

月)

〜
25
日(

火)

【
負
担
額
】

利
用
料
の
１
割(

５
０
０
円
程
度)

◆お問合せは、彦根社会保険事務所へ。
・受給について
年金給付課(70749-23-1116)
・納付や免除について
国民年金業務課(70749-23-1114)

医療費が10万円の場合の内訳は
＊医療機関での窓口負担(１割)：１万円
＊残りの９万円について高齢者の保険料(１割)：０．９万円、
支援金(４割)：３．６万円、公費(５割)：４．５万円

例

お
問
合
せ
は
、
高
齢
福
祉
介
護
課

（
7
X
７
７
８
９
）、
浅
井
支
所
市
民

福
祉
課(

7
a
４
３
５
４)

、
び
わ
支

所
市
民
福
祉
課(

7
_
５
２
５
４)

へ
。

窓
口
負
担

公費(約５割)
(国：県：市町＝４：１：１)

高齢者の保険料
（約１割）

支援金(若年者の保険料)
(約４割)

75歳以上等
後期高齢加入者

74歳以下
各医療保険(国保・社保等)の加入者

音楽で安らぎと温もりを
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人　権文スポ、青少年

～人権週間の行事～
★人権尊重啓発作品展
長 浜 楽 市(12/01～10)
びわ図書館(12/12～20)
浅井図書館(12/21～27)

★街頭啓発
12/4 16時～
ジャスコ長浜店入口付近
アルプラザ長浜入口付近

など

人権週間は、みんなで「人権」の
大切さを考える１週間です。

一人ひとりがお互い
の「人権」を大切に
し、みんなが明るく
暮らせる社会をつく
りましょう。

12月４日～10日は人権週間

育てよう　
一人一人の
人権意識

～思いやりの心・
かけがえのない命を大切に～

★長浜市高齢者のつどい
12/7(金) 13時30分～
会場：長浜市民交流センター

「トンちゃんと遊ぼう」
トンちゃん一座
（ケアリングクラウン）

［ケアリングクラウンとは・・・］
元気な人も病気の人も全ての人に
笑いと癒しを与える活動です。

★人権尊重と部落解放を
めざす県民のつどい

12/9(日) 9時50分～※参加無料
会場：滋賀県立文化産業交流会館
【内容】
・意見発表
・若者からのメッセージ
・人権コンサート
（NPO法人ハート＆歩歩

ぽ ぽ

）
・記念講演　
講師：井筒和幸さん（映画監督）
演題：「オレの映画人生」

★特設人権相談所
直接会場へお越しください。
（相談無料・秘密厳守）

・12/4(火) 9時～12時
会場：びわ高齢者福祉センター
・12/6(木) 9時～12時
会場：長浜市社会福祉センター
・12/10(月) 9時～12時
会場：浅井福祉センター

【問：大津地方法務局長浜支局】
7○62０５６５

人権施策推進課
7X６５６０、FaxX６０１３

～平成19年度人権尊重啓発作品の最優秀賞のご紹介～
市
内
の
小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
６
７
０
点

の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
作

品
・
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
詩
の
部

松
木
　
侑
布
さ
ん
（
び
わ
南
小
３
年
）

西
堀
　
優
紀
さ
ん
（
東
中
２
年
）

◆
作
文
の
部

田
中
　
美
幸
さ
ん
（
長
浜
南
小
６
年
）

小
川
　
菜
緒
さ
ん
（
南
中
２
年
）

西
田
　
麻
央
さ
ん
（
び
わ
北
小
５
年
）

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部

赤
根
　
暖
さ
ん
（
び
わ
南
小
４
年
）

◆
硬
筆
の
部

常
盤
　
一
道
さ
ん
（
南
中
２
年
）

呉
竹
　
晶
さ
ん
（
東
中
２
年
）

杉
江
　
優
芽
さ
ん
（
南
郷
里
小
４
年
）

◆
毛
筆
の
部

◆
標
語
の
部

小
川
　
真
美
さ
ん
（
南
中
３
年
）

あ
た
た
か
い

家
族
は
ぼ
く
の
　
た
か
ら
も
の

杉
本
　
康
陛
さ
ん
（
北
郷
里
小
４
年
）

つ
ら
く
て
も

い
つ
で
も
君
が
　
そ
ば
に
い
る

F
田
　
紗
耶
香
さ
ん
（
浅
井
中
３
年
）

【募集定員】50人　※定員に満たない場合は開催しないことがあります。
【受講料】20,000円

※受講料に含まれるもの：１泊４食(26日昼食・夕食、27日朝食・昼食)、リフト代、バス代、
保険料、指導料

※スキーをレンタルされる場合は、別途4,000円(２日間)が必要となります。
【講　師】全日本スキー連盟指導員
【申込受付】12月10日(月)午前８時30分から先着順で受付けます。(電話予約不可)
【申込方法】長浜市民体育館で所定の申込書に必要事項を記入の上、受講料を添えてお申込みください。

受講生をレベルにあわせた少人数クラスに分
け、全日本スキー連盟指導員がスキーの基礎か
らしっかり指導を行います。

と　き：平成20年１月26日(土)・27日(日) １泊２日

ところ：白山一里野温泉スキー場(石川県白山市尾添)
宿泊先：ホテルつるのや　70761-96-7036

お問合せは、(財)長浜文化スポーツ振興事業団　長浜市民体育館(7V９８０６、FAXV９８５９)へ。

こどもスキー教室受講生募集！
対象
小学校
4～6年生

【と　き】平成20年１月16日(水)～２月20日(水) 毎週水曜日(全６回) 10時～11時30分
【ところ】長浜市民体育館２階柔剣道場
【内　容】簡単ウォーキングエアロビと筋力アップストレッチ

※音楽に合わせてのウォーキングエアロビクス・筋力アップストレッチ
【講　師】藤本　朋子　氏　(ＡＦＡＡ認定インストラクター)
【対　象】一般(中高年者向き)
【定　員】30名　※定員に満たない場合は開催しないことがあります。
【受講料】3,000円(6回分)
【申込受付】12月10日(月)から長浜市民体育館にて先着順で受付けます。電話予約も可能です。

健康エクササイズ教室受講生募集 中高年
者向き

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」

標
語
の
最
優
秀
作
品
を
決
定

市
内
の
小
中
学
生
や
一
般
の
方
に
ご

応
募
い
た
だ
い
た
標
語
１
６
５
５
点
の

中
か
ら
、
次
の
と
お
り
、
優
秀
作
品
を

選
定
し
ま
し
た
。

■
長
浜
市
長
賞

挨
拶
が

結
ぶ
人
の
和
　
地
域
の
輪

塚
田
　
八
栄
子
さ
ん(

一
般)

■
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
会
長
賞

あ
い
さ
つ
は

家
の
中
か
ら
　
街
か
ど
へ

殿
村
　
佳
奈
さ
ん(

東
中
学
校
３
年)

■
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
家
庭
対
策
部
会
長
賞

あ
の
ね
っ
て

家
族
で
話
す
　
大
事
な
時
間

衣
斐
　
悠
帆
さ
ん(

長
浜
南
小
学
校
１
年)

知
っ
て
る
よ

私
を
支
え
る
　
家
族
の
気
持
ち

谷
口
　
美
郷
さ
ん(

長
浜
北
小
学
校
６
年)

※
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
標
語
の
優
秀
作
品
４
点

と
入
選
作
品
16
点
、「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家

庭
づ
く
り
」
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
を
巡
回
で
展

示
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
き
ゃ
ん
せ
長

浜
11
月
15
日
号
１
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
、
長
浜
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
事
務
局(

生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課
内
7
X
６
５
５
２)

へ
。
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情　報

井伊直弼の近江での業績と、その直
弼と共に盛衰をたどった幻の名窯湖
東焼を紹介します。
【と　き】12月８日(土)

～１月20日(日)
【入館料】大人400円・小中学生100円
■問長浜城歴史博物館（7V４６１１)

【と　き】12月８日(土) 11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場

関連店舗棟(田村町)
【内　容】
・半額セール(11時30分から)
・福引抽選会(空クジなし)
・うどん、そば、カレー　など
■問長浜地方卸売市場関連店舗活性化
実行委員会(7V４０００)

【と　き】12月15日(土) 13時～
【集合場所】浅井文化ホール(内保町)
【内　容】
◆小・中学生による意見発表
◆活動事例発表
◆基調講演
「～メンタルケアの現場から～

【期　間】平成20年４月～平成21年３月
【開催日】月３回程度、年齢(０～３歳

児)別に開催
【ところ】びわ地域子育て支援センタ

ー(びわ保育園内)
【対象者】０～３歳のお子さんと保護者
【参加費】年額4000円(平成19年度)

※平成20年度は未定
【申込方法】12月20日(木)までにびわ地

域子育て支援センターへ申
込書を持参
※電話での申込みは不可

■問びわ地域子育て支援センター(7_
２１５２)

①警備(施設警備・交通誘導)技能講習
【期　間】１月８日(火)～16日(水)

６日間、13時～16時30分
【ところ】県シルバー人材センター連

合会セミナー室(大津市)
【対象者】55歳～65歳の再就職希望

者(滋賀県在住)
【定　員】30人(申込多数は抽選)
【費　用】無料(教材は支給)
【申込方法】往復はがきに講習名、住所、

氏名(ふりがな)、年齢(生年

長浜城歴史博物館企画展　　
～井伊直弼と湖東焼の盛衰～

のびのびひろば参加者募集　

再就職・就業支援　　　　
シニア対象講習会　

青少年育成のつどい

きゃんせ土曜市

情　報

納付カレンダー
固定資産税　　　　　第４期
国民健康保険料　　　第７期
介護保険料　　　　　第７期

不用品交換情報（11月10日現在）
あげます（無料）
○学習机○電動ベッド○掃除機
○スキーセット○25型テレビ
○スノーボードの靴○冷蔵庫
○ジュニア布団セット○座椅子
ください（無料）
○カラープリンタ○応接セット
○パソコンプリンタ○冷蔵庫
○全自動洗濯機○洗濯乾燥機
○電動ベッド○大人用自転車
○背広とズボン
ゆずります（有料）
○組立式セミダブルベッド○物置
○女の子用自転車○ホームこたつ
○座椅子○座敷机(コンロ付)
○全自動洗濯機○ベビータンス
ゆずってください（有料）
○ベビーカー○男の子用自転車
○ビデオカメラ○大人用自転車
○ロフトベッド○全自動洗濯機
○大人用電動三輪自転車
○テレビ○冷蔵庫
■問エコハウス（1V４０６０）※月曜休

労働条件、募集・採用、女性労働問
題、いじめなどの労働問題に関する
各種相談については、総合労働相談
コーナーをご利用ください。
○彦根総合労働相談コーナー
【ところ】彦根市西今町58－3

(彦根労働基準監督署内)
JR南彦根駅の西口から南へ徒歩３分

【電　話】０７４９－２２－０６５４
※今年４月に長浜と彦根の労働基準監
督署を統合したため、長浜労働基準
監督署は３月末で業務を終了してい
ます。当面の間は、毎月２回、長浜
商工会議所で出張受付窓口を開催し
ていますので、ご利用ください。

■問滋賀労働局(7０７７－５２２－６
６４８)

【と　き】12月15日(土)13時30分～
【ところ】長浜文化芸術会館　※無料
【内　容】滋賀グリーン購入ネットワ

ークの講演とパネルディス
カッション

※参加者にはエコバッグを差し上げ
ます(先着500人)。

■問長浜ライオンズクラブ(7U５２７４)

女性の悩み相談(要予約)

労働問題に関する相談 ナッツ・シュローダー第２回コンサート
～Ｘmas Evening～

月日)、電話番号を記入し、
期限までに送付

【申込期限】12月25日(必着)
■申〒520-0051 大津市梅林1-3-10
（社）滋賀県シルバー人材センター
連合会(7０７７－５２５－４１２
８、FAX０７７－５２７－９４９０)

【と　き】いずれも13時30分～
１月18日(金)：年金の基礎編
１月25日(金)：年金の応用編

【ところ】ひこね燦ぱれす(彦根市)
【申込み】前日までに電話、FAX、E

メールで
【定　員】各20人(先着順)
【受講料】無料
※その他、他地区の会場で、定年前後
の社保手続きや今後の生きがいづ
くりや健康づくりなどの講座あり

■申滋賀県雇用開発協会(7０７７－５２
７－２２０１、FAX０７７－５２７－２２
３０、Eﾒｰﾙ:koureiki@ex.biwa.ne.jp)

【と　き】12月15日(土)13時～16時
１月８日(火)10時～14時

【ところ】長浜市民交流センター相談室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児(要予約)あり、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7X６５５６ 専用ダイヤル)
土日：長浜市民交流センター
(7X３３６６)

相　　談

職業生活設計セミナー　　　
～年金の基礎編と応用編～

講演・教室

催し・行事
親が変われば子どもも変わる」

講師：長田　百合子　氏
■問長浜市青少年育成市民会議事務局(生
涯学習スポーツ課内)(7X６５５２)

みんなで楽しめるレクレーションゲ
ームや軽スポーツで、一緒にいい汗
流しませんか。
【と　き】12月15日(土) 19時～21時
【ところ】長浜南小学校体育館
【内　容】ビーチボールなど
【参加費】100円(当日徴収)
■問生涯学習スポーツ課(7X８７８７)

【と　き】１月17日(木)13時～16時
【ところ】大津プリンスホテル
【対　象】福祉の職場に就職希望の人　

(大学、短大、専門学校生を含む)
【内　容】社会福祉施設等との個別面

談会、福祉の就職総合相談
【参加費】無料(事前申込不要)
■問滋賀県社会福祉協議会滋賀県福祉
人材・研修センター(7０７７－５
６７－３９２５)

【と　き】12月25日(火)
９時30分～11時

【ところ】児童文化センター　サンサ
ンランド(地福寺町)

【対象者】市内の小学校３年生～６年生
【定　員】25人(先着順)
【参加費】200円(用紙代)
【申込方法】12月３日(月)９時から児童

文化センター窓口へ
■問 児童文化センター(サンサンラン
ド)7X６４３３

福祉の職場説明会

冬休み書道教室

第７回エンジョイスポーツデー

2005年、市内の中学・高校生を中心
に合唱団として活動開始した「ナッ
ツ・シュローダー」コーラスアンサン
ブル。２回目となる今回はクリスマス
の曲をたっぷりとお聴かせします。
【と　き】12月23日(日・祝)17時～
【ところ】北ビワコホテルグラツィエ

※入場無料
■問ナッツ・シュローダーコーラスアン
サンブル　主宰・柴田
(7090-8934-0866)

いきいき市民活動
グリーン購入ネットワーク講演会
～エコバックから始めるＥＣＯアクション～

募　　集

12月１日～31日は年末の交通安全県民運動
年末は飲酒の機会が多くなるだけでなく、あわただしさや交

通量の増加などから交通事故の多発が懸念されます。
自分だけは大丈夫などと思わないで、次のことに注意して、

今一度、交通安全に心がけましょう。

①飲酒運転の根絶 ②高齢者の交通事故防止
③シートベルト、チャイルドシートの着用徹底

飲
み
に
行
く
と
き
は

飲
ま
な
い
人
を
決
め
て
ね
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Cまちの人口
（平成19年11月１日現在） 人口　85,022人　　　男　41,584人　　　女　43,438人　　　世帯数　29,968世帯

（10月中の異動） 転入　394人　　転出　331人　　出生　77人　　死亡　60人　　婚姻　49件

山本 さくら さん・航栄
こうえ い

くん（南小足町）
平成17年２月・平成19年７月生まれ

航ちゃんが生まれて、ますます賑やかになっ
た我が家!!さくらちゃんも少しずつお姉ちゃんら
しくなってきたよ0

北村　要芽
か な め

くん・真
ま

白
しろ

さん（弥高町）
平成16年１月・平成18年９月生まれ

２人のかわいい子供に恵まれて、パパ、ママ
はとっても幸せだよ。これからも、仲良く元気
に大きくな̃れ0

第56回 湖北長浜菊花展　
大通寺(元浜町)の境内で

11月17日まで開催中
大輪花壇やだるま花壇のほか福助花壇など11部門に約1000

鉢が展示されています。秋の一日、色とりどりの菊の花と香り
を楽しみに行かれてはいかがでしょうか。

静
寂
な
夜
。

北
国
街
道
一
帯
に

ガ
ラ
ス
の
灯
り
が

広
が
り
ま
す
。

ハートウォーミング
アーリークリスマス

12月８日(土)・９日(日)
黒壁スクエア一帯

年間200万人以上の
観光客が訪れる黒壁スク
エアは、来年の７月で誕
生して20年を迎えます。
20周年を記念したイベ
ントが、来年４月から
2009年３月にかけて開
催される予定です。観光
客だけでなく、市民向け
のイベントも開催される
予定ですのでみなさんお
楽しみに！
イベントの内容は、詳

細が決まり次第お知らせ
する予定です。

お問合せは、北国街道まちづくり協議会事務局(㈱黒壁内7XX２３３０)へ。

年間200万人以上の
観光客が訪れる黒壁スク
エアは、来年の７月で誕
生して20年を迎えます。
20周年を記念したイベ
ントが、来年４月から
2009年３月にかけて開
催される予定です。観光
客だけでなく、市民向け
のイベントも開催される
予定ですのでみなさんお
楽しみに！
イベントの内容は、詳

細が決まり次第お知らせ
する予定です。


